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や水や鉱物をとりだすためには沸}リングやさ

く井をして回答を求めなければならないことも

少なくない.内科でX線や胃カメラを用い外

科で切開手術を試みるのと非常によく似ている.

もっとも電流や融気で地表から地下を探る

ぐらいならそれほどでもないが地下に孔をあけ

】て実際に標本をとってくるとなるとこれはち

(え2)地球のお医者の七つ道具よっと簡単にはいかない.地上で300mという

ふつう5万分の1の地形図で図全休が山地になど歩いて2.3分という距離であるが地球の

っている場合で毎日12～且紘mから14～1駄㎜中心に向かって電柱ぐらいのふときの300mの孔

歩く.むろんた花がむしゃらにふっとぱすのでをあけるとなるとぎっと100万円のお金がいり

ない.地層の傾き具合を測ったり断層がありどんなに急いでも10目や2週間の日数カ必要と

はしないかと気をくぱり目につくきまざまの種なる.地球上でいままでにこうして掘られた

類の岩屑を削りとってそれに目じるしの朱印を一番深い孔は8kmほどであるがそれでもなお

入れる…･そしてしかも地図とノゆNこ絶え地球の半径からみると1,000分の1に達している

ず記入するなど文字通り連続的な頭脳活動をしかいないかという程度であってお話にならない

ながら歩いてのキロ数であって教れば実際にくらい地球のうわっつらにとどまるのであるが

生活的頭脳的にみて1目の行動にきさげられるそれでも足でかせぐ科学者からみれば砂漠で珍

丑ネルギ畑たるや30k㎜40=k蜘の登高ぱっつけたオアシスのような貴重なものでありそご

渉に相当するものをゆうにうわまわりうるのであでえられている地下のきまざまの記録に元気づけ

る.ただこの地球のお医者の場合には地球られてきらに勇やく研究を深めていくのである.

恒真理を求めるという目的があり科学者として

の夢があるゆ刻こ他人が考完るほど苦にはならきてしかし世の中は皿2晩｡や250㏄の時代

ないというだけである.からあっという問にマッハ2とか3とかの超音

速時代さら恒進んで宇宙Iの開発時代に入ってお

そうそうい完ば一般に人々は科学者というとりもたもたと地上をはいまわっているだけでは

ビｰカ}を振る人やエント河ピｰの法則を応用すまされないようになってきた.そこで科学者

する人たちを頭のなかにゆう先的に想いだしがとしての地球のお医者も航空写真を利用して単

ちであろう.しかし青空の下で足でかせぐ地
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単にとてつもなくおおきな地球のうわつらだげ
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地下の様子を探りだすこともやるしさらに実際

恒地下伺十搬伺胃鰯⑳ところから実物⑳岩眉
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に地形図をつくるだけでなく岩石や地層が硬軟

の度合に応じて地表に生じている変化から地質

図をつくる方法を研究したり海底が岩盤か砂地

かというようなごとを音波を利用して研究する

方法を開発したりしはじめている.私たちはや

がて間もなく垂直昇降式の飛翔装置を使って

簡単に急患の求めに応じたり自主的な研究にと

びまわるようになるだろう.

山野平原島の至るところに垂直昇降機に

のった地球のお医者はす{っと下り立ってあら

かじめわかりている岩屑や地層ときには鉱脈

地下水の類をたんねんに調べ圧きく空気の嚇ゆ

リングを打って新鮮な標本を採取し乳のなか

の写真をとり“回ツクエイジ勿ウンタｰ"(和

名:岩石年令測定器)によって地層の年令をチ

ェックすることができるだろう.

}方宇宙開発の派手な進珍かたに比較レて

地球内部についての探検は一時代おくれた感があ

る.しかし過去60～70年間にそれまで地表10

㎜ぐらい下までの資源を採掘していたの淋ずい

分急速に数百㎜ものによっては3,000m4,O00

㎜の地下深部の資源を開発しこれを産業に役立

たせるようにした人間の知恵をこの先に引きの

ばして考えると多分もっとずっと深い地球内部

に拙)ろいろの資源がありそうだという見込みも

ついてきたので独単位でなくk㎜単位であらわ

すような超深部嚇四リングがきかんに行なわれ

るようになろう.アメリカの老ホｰル計画や

いわゆるアッパ内マントル計画など世界中の地

球のお医者が協力すれば案外にはやくごの方

面のおくれた部分もとり返しをするに違いない.

そしてそのころには多分あまり深いところま

で期待できないにしても地表にいて鏡面をのぞ

くと地下の岩石や地層が映像距離にしたがっ

て次々と透視できるような画期的な特殊な器械

が出現レ地球のお医者は歩かずレて地球内

部のさまぎまな仕組みを映像をみながら論じあ

売るようになろう.

いまかりにその特殊な器械を“ヂェオイン

サイドスコｰプ"と名づけるとしよう.地球

の科学者たちはこの“ヂェオインサイドス

コｰプ"によっていちいち足を運ばなくても

かなり遠い距離から地下の様子が見とおせるので

肉体的にもらくになるがいままで散々頭で考え

てわからなかったような地下にかくきれている

きまぎまの現象が間接であるにせよ眼でみられ

ることになるから頭脳的にも余ゆうができて

もっと先のことが考えられるようになる.ヂェ

オインサイドスコ}プによって先輩たちが

長い時間をかけて研究しそのあげく断層で境し

ているのかあるいは地層がもともと欠けている

ためにそうなったのか結局よくわからなかっ

たようなところがみる診るうちに解決したり

地表に細い脈になっている岩石が地下で思いの

ほかにおおきな岩体になっているのがわかったり

きまざまな発見が昼夜をわかたず行なわれるだろ

う.血湧き肉おどる痛快な地下探検がいながら

にしてできるというわけである.足でかせぐ科

学者はときどき“こんな"白昼夢りまり自分た

ちが遠いむかしの“化石"になった夢をみるので

ある.

(次回は“環境地学について")

おな本文さし絵は簗者の構想によりますが

そのモチｰフの一部は学習研究社の学習百科

大事典朝倉書店の科学の学校1二求めてあり

ます.ご諒承願います.

(筆者は地質部長)
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